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組織概要

◼ 商号 株式会社Green prop

◼ 代表者 川添 克子

◼ 設立 1985年7月25日

◼ 資本金 2,000万円

◼ 従業員数 39名（2023年6月30日時点）

◼ 売上高 1,034百万円（2023年6月決算/第38期）

◼ 拠点 本社：福岡県福岡市博多区博多駅南2丁目3番1-1号

 物流本部：福岡県筑紫野市大字永岡1315-10

 中国支店：広島県大竹市北栄4-12

 東京営業所：東京都中央区日本橋兜町5-1 兜町第1平和ビル3階

 大牟田出張所：福岡県大牟田市健老町472番地 大牟田エコタウン内

◼ 事業内容 1．産業廃棄物収集運搬業

 2．特別管理産業廃棄物収集運搬業

 3．一般貨物自動車運送事業

 4．環境コンサルタント業

◼ エコアクション21事務局

担当者：榊原 美幸

TEL：092-922-1716

E-mail：kanri@greenprop.jp
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事業内容｜廃棄物事業

「廃棄物管理」と一言にいっても、適正処理やリサイ

クル方法、業者選定、配車、マニフェストの実績管理

など、その業務内容は多種多様です。その複雑な廃棄

物管理をすべて一括でお任せいただけるのが、Green 

propの廃棄物管理ワンストップサービスです。

まるで貴社の廃棄物担当の一員として、貴社独自の

「最適な廃棄物処理」の方法を構築します。

累計約1,200社以上かつ
全国ネットワークで
知識も実績も豊富

法律にも精通しており
リスクマネジメント

ができる

廃棄物に関するあらゆるお困りごとを解決
事業活動を続ける限り、廃棄物は必ず発生するものです。

私たちGreen propは「持続可能な廃棄物処理」を追い続けています。

当社での廃棄物収集運搬はもちろんのこと、お客様の要望から「真の課題」を見つけ、その課題解決をサポートいたします。

廃棄物管理ワンストップサービス

窓口が一つになり
ご担当者様の
業務負荷が低減

リサイクルに
こだわった
提案が可能

基
本
サ
ー
ビ
ス

・業者選定
・委託先信用実績確認
・委託契約書準備
・法的手続き書類準備
・配車調整
・マニフェスト管理
・請求一括管理
・実務相談
・運用サポート など

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

・廃棄物分析手配
・アスベスト等工事請負・業者手配
・廃棄物分別・運用指導
・現地確認代行・同行
・担当者研修の開催
・電子マニフェスト移行サポート
・行政報告書作成支援 など
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廃棄物の収集運搬

事業内容｜廃棄物事業

九州全域はもちろん、山口、広島、鳥取、島根エリ

アの収集も可能です。多様な品目の廃棄物収集運搬

に対応するための、多様な車両を配備し、お客様の

ご要望にお応えします。

さらに自社車両運行に関するCO2排出量を一部カー

ボン・オフセットいたし、低炭素運行にも貢献致し

ます。

廃棄物という概念のない、100％資源循環型社会へ

向けて、現在の運用方法の見直しや新しい資源循環

フローの構築までトータルでサポートいたします。

各企業の事業内容やお悩みに合わせて、一つ一つ

オーダーメイドでのご提案をさせていただきます。

広域の収集運搬を
1社で可能

多様な品目を
運搬できる車両を配備

低炭素運行で環境活動にも貢献

豊富な知識と経験で
最適なご提案を実施

リサイクル法等にも精通しており
リスクマネジメントにも貢献

リサイクル製品の流通
まで考えてご提案

資源循環実績数

約120品目
(リサイクルフローを構築した廃棄物の名称を当社算定)

トレーラー 1台 4t平ボディ車 1台

ジェットパック車 11台 4tユニック車 1台

13tウイング車 2台 4tパッカー車 1台

10tローリー車 1台 2t冷蔵冷凍車 1台

10tダンプ車 1台 2tパワーゲート車 1台

10tアームロール車 3台 ハイエース 1台

7tヒアブ車 1台 乗用車 6台

7tアームロール車 2台 合計 34台

廃棄物の資源循環化サービス
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事業規模｜廃棄物事業

1．廃棄物収集運搬量
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事業規模｜廃棄物事業

2．産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬業の許認可範囲
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事業内容｜CSR経営サポート

ステークホルダーの満足度向上 企業価値・ブランドイメージの向上

組織力の強化と経営の安定化 コンプライアンス体制の強化

CSR方針を明確にすることは、従業員への企

業ビジョンの再確認や周知・浸透にも効果が

あります。

CSRによる従業員の意識改革は企業全体の成

長にもつながり、結果的に経営の安定化へと

つながっていきます。

コンプライアンスとは法令遵守と訳されるこ

とが多いですが、法令だけでなく企業が社会

的責任を果たすことなども含まれています。

そのため、CSRを策定し、発信していくこと

はコンプライアンスの遵守にもつながってい

きます。

CSRの対象は、株主、取引先、従業員はもち

ろんのこと、地域住民など、企業が関係する

ステークスホルダー(利害関係者)全てです。

企業として、「どのように社会的課題に向き

合い、解決を図っていくか」を発信すること

は、顧客満足度の向上だけでなく、ステーク

ホルダー全体の満足度の向上に繋がっていき

ます。

CSRへの取り組みは、企業価値や企業ブラン

ドイメージを向上にも繋がります。

企業の地域社会への貢献をCSR活動報告とし

て公開することで、企業の社会的存在の価値

を証明し、企業ブランドのイメージを向上さ

せ、競合他社と差別化も期待できます。

「CSR経営」に取り組む企業のベストパートナー
Green propは30年以上、私たち自身がCSR経営を実践してきました。また、まだ社会事業という言葉もない時代から環境事業を

行っており、その中で得た経験や実績を元にして、「世のため、人のため」の経営にシフトしたい企業や組織のリデザインをサ

ポートしていきます。

CSR経営を行うメリット
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Step3 レポート CSRレポートの企画・制作

Step2 体制構築 環境・CSR教育

Step1 戦略 CSRコンサルティング

事業内容｜CSR経営サポート

その他ソリューション

CSRを実践していくのは、実際に働く社員一人ひとりです。CSRとは

何か？という基礎教育から、社員の方々を牽引する推進者向け教育、

その他必要なテーマに合わせた教育などのCSRカリキュラムを組み、

社内でCSRが実践されていく基礎づくりをサポートします。

CSR経営では、企業の取り組みをいかにステークホルダーに伝え、評

価を得るかが重要です。「何を、誰に、どうやって伝えるか？」「ど

のように評価の声を得るか？」の最適な提案を行い、適切なコミュニ

ケーションプランとメディア活用による、「伝わるCSR」をサポート

します。

・CSR基礎教育

・CSR推進者向け教育

・各テーマ別教育

・ターゲットの選定

・コンテンツの選定

・メディアの選定(CSRレポート/Webサイト/動画など)

・フィードバック手段の選定

CSR経営を行っていくには、最初にしっかりとしたCSR方針やCSR目

標・計画の策定を行い、その後にCSR推進体制の構築・強化が重要で

す。様々な業界に精通した経験豊富な専用スタッフが貴社のCSR基盤

づくりを支援します。

・ビジョン・ブランドコンセプトの整理

・CSR方針とKPIの策定

・CSRマネジメント体制の整備

・活動実施サポート

省エネ設備導入

LED照明導入等による
省エネを実現します。

ライフサイクル
アセスメント

製品やサービスの原料調達
から廃棄に至る一生での環
境に対する影響を定量的に
評価します。

カーボンクレジット

CO₂排出について自らで削
減できない分を、他の場所
での排出削減・吸収量にて
オフセットします。排出権
クレジット創出もサポート
します。

環境ラベリング

エコリーフ、カーボン・
フットプリント等のラベル
認定、手続きなどをサポー
トします。
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EA21対象範囲

対象組織 本社、物流本部、中国支店

※東京営業所はバーチャルオフィスで常駐社員がいないため対象組織から除外

※大牟田出張所は客先構内の休息所として設けられたもので、客先でISO14001認証取得済のため

対象組織から除外

対象活動 (1)産業廃棄物収集運搬業

 (2)特別管理産業廃棄物収集運搬業

 (3)一般貨物自動車運送事業

 (4)環境コンサルタント業

役割・責任・権限

1．対象の組織と活動

2．実施体制
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経営における課題とチャンス

経営における課題とチャンス

CSRマテリアリティ（重要課題）

当社のビジネス環境やステークホルダーの皆様からの期待や要望を考慮し、経営における課題とチャンスを整理しています。

経理した結果に基づき、ESG（環境・社会・ガバナンス）の観点から社会課題の把握を行い、当社における重要度とステー

クホルダーにおける重要度を評価し、重要課題を特定しています。特定した重要課題は、当社CSRの指針に反映しています。

エコアクション21のマネジメントシステムでは、その中でも環境面における重要課題解決に向けた取り組みを実行していき

ます。

ESG 重点課題 内容 関連SDGs・ GOAL

 Environm ent｜環境

脱炭素社会 気候変動への対応、エネルギーの使用、創エネ

資源利⽤ ⽔や物的資源の利用

廃棄物管理 廃棄物発生量抑制、適正処理・リサイクル、廃棄物管理サービス拡大

 Socia l｜社会

安全衛生 自社・ステークホルダーの安全衛生確保

地域コミュニティ 地域活動参画、地域内の環境配慮・CSR推進

人財経営 雇用の安定、自律した人財の活躍推進

 Governance｜ガバナンス

自律分散型組織運営 持続可能な組織運営・財務運営スタイルの定着

事業継続 持続可能で安⼼した事業スタイルの構築と定着

10



変革2  会計構造変革1  組織構造

CSR｜自律分散型組織への進化

2022年7月、38期のスタートは「新生Green prop」として迎えました。これまでのピラミッド型の組織構造からフラットな構造に、売上から経費

を引いて利益を残す考え方から、先に利益を確定して残ったお金で経費を使う会計の考え方に、全く新しい運営スタイルを取り入れて歩みはじめ

ました。すべては、自律分散型の組織を実現するためです。

なんで自律分散型組織にしたの？ 「Green propはみんなの会社」を実現したい！

2003年、廃棄物収集運搬等の保有している許可の範囲だ

けでなく、全国各地の優良な処理会社様とのネットワーク

を活かした「廃棄物管理ワンストップサービス」が生まれ

ました。多岐に渡るお客様の廃棄物に関する課題に対して、

本質的解決策を考え、実行することによって価値を提供し

ていくサービスです。常に“何が最適解か”を考えながら仕

事をすることが大切であり「指示をされないと動けない」

状態では、最適解を導き出すことはできません。自ら考え

て自らで判断し行動できる人材を育んでいくことは、この

当時から人事ポリシーとして取り組んできました。

2020年、35年間の歴史をまとめた「Green prop History 

Book」を発行。前年に発生した火災事故の際に、復興に

向けて自ら考えて自ら行動する社員の姿を見た代表は、

「Green propは私の会社ではなくみんなの会社」「一人

ひとりが幸せで、Green propの一員であることに誇りを

持てる会社に成長させていきたい」と決意し、これからの

組織の在り方を研究し始めました。

そうして出会ったのが、自律分散型の組織運営スタイルで

す。個々が自主経営して事業を運営していくことで、当社

の提供価値は最大化できると確信し導入しました。

経理担当と役員のみが把握していた会社のお金は、社員

全員ひとりひとりに任せられる仕組みとなり、それぞれ

のチームや個人のお金の使い方が会社のお財布の増減に

直結していきます。経費や人件費を差し引いた額を利益

とするのではなく、先に利益を確定しておいて残りのお

金で会社を運営していくという、今までとは逆の考え方

になりました。

また、社員が会社の資本に参加できる出資制度を新設し、

更なる分配をもらえる仕組みもできています。

当社の存在目的(Why)、組織活動を通して社会やお客様

に提供する価値(What)、そのために大切にする姿勢や想

いなどの仕事のスタンス(How)を明文化し、それを実現

していくために業務目的ごとにチームを編成しています。

チームの中も組織全体でも、上下関係はありません。

一人一人が主体的に考え行動していくために、各チーム

の運営情報や会計・財務情報を全社員へオープンにし、

誰でも意志決定ができる助言プロセスというルールを設

けました。

支える

経営 売る

作る 回す 組織の
存在
目的

価値を
提供

仕事のスタンス

How

What

Why

詳しくはWebサイト特設ページをご覧ください

売上金

法人税口座 事業経費口座 出資返済口座オーナー口座利益口座

出資者へ分配

投資資金

役員報酬
経費･社会保険

国
自治体

給与+α
仕入･経費
消費税
社会保険

借入金返済

ここから3ヶ月に1度社員に分配社内投資

11



環境経営方針

基本理念

持続可能な未来のために、事業活動と密接に絡んだ

環境影響の改善を推進する。

1. 環境影響を管理するためのPDCAサイクルを確立・運用し、環境パ

フォーマンスの向上にむけて継続的な改善を図ります。

2. 環境関連法規等のコンプライアンスを遵守し、積極的にステークホル

ダーとの対話を行います。

3. 廃棄物の適正処理や資源循環の拡大は、当社の社会からの使命と捉え、

自社の管理とステークホルダーの環境改善推進を行います。

4. 適正なエネルギー・資源の使用を追及することを重点項目とし、事業

活動に伴う環境影響の最小化を図ります。

5. 気候変動や感染症などの有事の想定と備えを行い、安全の確保と安定

した経営を実現します。

6. SDGs達成に向けて、特に環境・CSR分野におけるコミュニケーション

活動を推進し、ステークホルダーと共に持続可能な未来環境の共創を

目指します。

制定日：2018年1月1日

改定日：2021年7月1日

代表取締役

環境経営方針
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Green propの環境経営目標

第37期より、エコアクション対象範囲に中国支店を追加し、中期3ヵ年目標を設定しています。

目標及び計画は各チームにて担当項目を管理し、環境マネジメントを実行しています。

環境経営目標（37〜39期／2021年7月〜2024年6月）

※1：CO2排出量算定に使用している排出係数は以下の通り

（温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度「電気事業者別排出係数 –H30年度実績- R2.1.7環境省・経済産業省公表」参照）

[本社,物流本部] 五島市民電力 排出係数(調整後 2018年) 0.307kg-CO2/kWh

[物流本部-洗車設備] 九州電力 排出係数(調整後 2018年) 0.347kg-CO2/kWh

[中国支店] 中国電力 排出係数(調整後 2018年) 0.636kg-CO2/kWh

※2：燃料はガソリンと軽油の2種類を使用
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Green propの環境経営目標

環境経営目標のうちCO2排出量、電気使用量、燃料使用量の把握について、総量のみの把握では事業活動の拡大・縮小が

結果に大きく起因し、個別のエコアクション活動（環境経営活動）の効果を適切に評価することができません。そのため、

総量を年間の売上高で除した原単位で目標値を設定しています。

当社が設定している原単位

売上あたりCO2排出量

＝ 年間CO2排出量(kg-CO2/年) ÷ 年間売上高(百万円) 

売上あたり電気使用量

＝ 年間電気量(kWh/年) ÷ 年間売上高(百万円) 

売上あたり燃料(ガソリン・軽油)使用量

＝ 年間燃料使用量(L/年) ÷ 年間売上高(百万円) 

当社のエコアクション活動は、SDGs（持続可能な開発目標）で表現されている社会課題とも連動していると考えており

ます。KPI項目ごとに、関連するSDGsのGOALを設定し、より広い視野を持ったエコアクション活動の推進を行っていま

す。

GOAL

CO2排出量削減 13 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

7 すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

12 持続可能な生産消費形態を確保する

7 すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

12 持続可能な生産消費形態を確保する

9 強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

12 持続可能な生産消費形態を確保する

⽔使⽤量の削減 12 持続可能な生産消費形態を確保する

グリーン購⼊の推進 12 持続可能な生産消費形態を確保する

3 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

7 すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

環境教育・ コミ ュニ

ケーショ ン実施回数
17 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

8
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用

（ディーセント・ワーク）を促進する

9 強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

ド ライブレコーダー

平均点

BCP(事業継続計画)

の策定

燃料使⽤量削減

⼀般廃棄物

排出量削減

KPI項⽬
関連するSDGs

電気使⽤量削減
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第38期 環境経営目標・活動計画に対する実績

1．第38期 環境経営目標 実績評価

※1：電気使用量におけるCO2排出量算定に使用している排出係数は以下の通り

（温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度「電気事業者別排出係数 –H30年度実績- R2.1.7環境省・経済産業省公表」参照）

[本社,物流本部] 五島市民電力 排出係数(調整後 2018年) 0.307kg-CO2/kWh

[物流本部-洗車設備] 九州電力 排出係数(調整後 2018年) 0.347kg-CO2/kWh

[中国支店] 中国電力 排出係数(調整後 2018年) 0.636kg-CO2/kWh

※2：燃料はガソリンと軽油の2種類を使用

※38期 産業廃棄物排出実績：320kg（再資源化100％）
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第38期 環境経営目標・活動計画に対する実績

2．第38期 環境経営活動計画 活動評価
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福岡市Well-being&SDGs登録制度福岡県SDGs登録制度

第38期 環境経営活動報告

Topics 福岡県・福岡市のSDGs登録制度に登録 CSR

Topics 廃棄物管理Webサービス「CHACHAT」拡大 Environment

現在、全国の地方自治体で地方創生SDGs登録・認証等制度

が創設されています。38期は、本社・物流本部で「福岡県

SDGs登録制度」、本社は更に「福岡市Well-being&SDGs登

録制度」にも登録を行いました。

環境経営活動も含めて、CSR全般で現在行っているSDGsに

向けた取り組み等と今後の取り組み方針について登録をされ

ています。今回登録に向けて精査することで、地域課題をよ

り把握することができ、今後の取り組み方針を見直す機会に

もなりました。

環境経営でSDGs達成にも貢献できるよう精進して参ります。

物流
本部

本社 本社

福岡市内に事業所を有する事業者等を対象に、「働く人」

のWell-beingの向上とSDGsの達成に向けて取り組む事業

者等を応援する制度です。

2023年1月、Well-beingの取組とSDGsの取組みの実施内

容を登録する「マスター」の事業者として登録されました。

福岡県内のSDGsに積極的に取り組む企業や団体を県が広

く公表し、SDGsへの貢献を「見える化」することを目的

とした制度です。

2023年2月7日に第1期の福岡県SDGs登録事業者として、

Green prop 本社と物流本部が登録されました。

地方創生SDGs登録・認証等制度 とは？

2020年10月に発行された「地方公共団体のための地方創生

SDGs登録・認証等制度ガイドライン」を基に各地方自治体

がSDGsに取り組む企業や団体を応援する制度です。

SDGsに取り組む意思を宣言する『宣言』、SDGsの取り組み

を表明・自己評価し登録する『登録』、第三者がSDgsの取

り組みを評価し認証する『認証』の3つの制度モデルがあり

ます。

「CHACHAT（チャチャット）」は、オンライン上に自社の

廃棄物情報を集約し、ビデオ通話や各種電子サービスと複合

化させることで非対面での廃棄物管理を可能にする、当社独

自の廃棄物管理Webサービスです。

38期は新たに工事会社様を中⼼に導入させていただきまし

た。全国エリアで多くの排出現場の廃棄物管理が必要な中で、

一元的な管理ができるCHACHATが活躍しています。

今後も機能やサポート等をさらに充実させ多くの皆様にご利

用いただき、排出事業者様の適正な廃棄物管理に貢献できる

よう精進してまいります。

オンライン
会議システム

CHACHATならお見積もりから契約・廃棄・実績管理まで

すべてマイページで管理できます！ CHACHATユーザー事例

年間約400現場・47都道府県

全国エリアの

工事廃棄物を

管理するのが大変

・・・

工事会社様

全国の廃棄物発生状況を
一元管理可能に！

現場・契約・会計など
複数担当者様の

管理業務時間を短縮！
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第38期 環境経営活動報告

03 軽油使用量の削減に向けて

当社のCO2排出量の97%を占めているのが、収集運搬事業に

伴う軽油の使用量です。軽油の使用量削減は特に重点的な

活動になります。

近年の燃料価格高騰もあり、より日常的な取り組み強化に

努めています。効率の良い運行ルートの調整やエコドライ

ブの推進、燃費管理と啓発を行った結果、使用量削減が実

現できています。

39期からは走行距離あたりの燃料使用量を新たにKPIに設定

し、より運行状況に応じた使用量削減の実績を管理を行っ

てまいります。

軽油使用量削減

カーボン・オフセットとは？

排出されるCO₂のうち、自分たちで

どうしても削減できない排出量の全

部または一部に関して、他の場所で

の排出削減・吸収量によって埋め合

わせ(オフセット)することです。

01 カーボン・オフセットの実施 CO2排出量削減

02 電気使用量の削減に向けて 電気使用量削減

当社の電気使用量は事務所利用が中⼼で、その中でも空調

使用が大きく占めています。コロナの収束による来客数や

対面での会議増加などが考えられ、38期は基準年度比15％

増加となりました。前年比で見ると微増となっております。

また、近年の猛暑や寒波を考えると、過度な空調使用制限

は生産性はもちろん健康被害にも大きな影響が考えられま

す。

一人一人が大切に使用する意識を持ち、現在の取り組みを

着実に継続していくことで、適正な電気の利用を行ってい

きます。

廃棄物収集運搬車両の走行に伴って排出されたCO2排出量の

一部をカーボン・オフセットしました。対象期間は37期

（2021年7月〜2022年6月）で、オフセットの量は1年間の運

行に伴うCO2排出量の約13％に当たる150t-CO2です。今回

は、長崎県の森林経営活動により創出されたクレジットにて

オフセットを行いました。

日々のエコドライブ推進、より燃費効率の良い車両の導入な

どを進めることで、事業活動に伴うCO2排出削減活動を行い、

更にカーボン・オフセットを実施することで、脱炭素社会へ

の貢献を推進していきます。

464,044.70 462,868.84 

446,504.88 

431,388.39 

35期 36期 37期 38期

軽油使用量推移(ℓ)

27,675 

32,830 

36,778 36,960 

35期 36期 37期 38期

電気使用量推移(kWh)

97.0%

1.8% 1.2%

CO2排出量構成

軽油

ガソリン

電気

燃費管理の強化

一人一人がエコドライブ

を行った結果を表す指標

が燃費です。38期は燃費

管理様式を更新し、車両

ごとの燃費とその推移を

グラフ化し毎月物流本

部・中国支店で情報共有

するようにしました。

燃費データは車両整備や

運転指導等にも活用して

いきます。
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04 5S活動の実施

第38期 環境経営活動報告

06 環境をテーマにした研修・講演の実施

広くステークホルダーの皆様と共に、持続可能な未来の実現

に向けて活動を実施していくことために、環境・CSRをテー

マとした研修・講演を積極的に行っています。

38期は計13回の研修・講演を実施致しました。お客様や協

力会社様での講演はもちろん、特に建設工事の会社様向けに

廃棄物管理・適正処理をテーマとしたセミナーを当社主催に

て開催しました。オンライン開催やアーカイブ配信も行い、

新たなコミュニケーション手段としても確立できました。

今後もより多くの方にサスティナビリティに関⼼も持ってい

ただけるよう、積極的に情報発信を行ってまいります。

環境CSR教育

38期実績（一部）

2022年8月22日 重電メーカー様「現場代理人教育」 石綿関連法改正の概要と対応ポイント

2022年10月11日 廃棄物処理会社様「CSR勉強会」 CSR・CSV・ESG・SDGs等の基本的概念と関係性

2023年2月13日 社労士様「自律分散型組織勉強会」 自律分散型組織運営スタイルの説明と自社事例発表

2023年4月21日 プラントメーカー様「新入社員研修」 廃棄物関連法規と廃棄物管理のポイント

2023年5月19日 電気通信工事会社様「電子マニフェスト説明会」 電子マニフェストの概要と操作説明

2023年3月〜5月 廃棄物管理セミナー 廃掃法の基本、廃棄物管理業務における各ポイント等

05 公式Instagram開設
コミュニケー

ション

当社のさまざまな活動をより多くの方に知っていただくこと

を目的に、2022年8月より公式Instagramを開設しました。

環境・CSR活動や廃棄物適正処理・リサイクルに向けて運行

する収集運搬車両など、当社の「今」を写真を中⼼に情報発

信しています。各拠点のメンバーで編成しているチームにて

運営を行い、内部コミュニケーションの活性化にもつながっ

ています。

環境・CSRに興味を持つ方が少しでも増えるよう、廃棄物処

理・リサイクル・CSRなど、広く一般の方に向けての情報発

信にも力を入れていきます。

8月と12月に5Sを行う日を設けて、拠点ごとに所属社員で5S

活動を実施しています。事務所では備品管理ルールに沿って

最適数を保持し、最適数以上になったものは古紙の分別廃棄

やクリアファイルや裏紙など社内リユースに分けて廃棄する

ようにしています。

38期から運営を開始した新しい会計・財務管理の仕組みも、

使用する備品経費は個人の利益にも直結するようになり、よ

り整理・整頓が進むようになりました。今後も継続して実施

してまいります。

一廃削減・
グリーン購入
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環境関連法規等の遵守状況

2．環境関連法規への違反、訴訟の有無

過去3年間において関係法規に関する関係機関等からの指導・指摘等、訴訟もありません。適用法令を全てチェックし問

題ないことを確認しており、これらの法規については随時見直しを行い、事業活動に適用される環境法規制・条例等の遵

守に努めます。

1．環境関連法規等 遵守評価
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第39期 環境経営マネジメントについて

第38期から自立分散型の組織運営に移行し、新たな運営スタイルでのデータを集計し最適なKPIを模索した結果、39期から

環境経営目標・計画を見直し、再設定しました。より各事業における環境経営の状況と成果が見えるようにしており、さら

なる環境経営の促進から持続可能な企業への進化を目指していきます。

役割・責任・権限

1．対象の組織と活動

2．実施体制

対象組織 本社、物流本部、中国支店

※東京営業所はバーチャルオフィスで常駐社員がいないため対象組織から除外

※大牟田出張所は客先構内の休息所として設けられたもので、客先でISO14001認証取得済のため

対象組織から除外

対象活動 (1)産業廃棄物収集運搬業

 (2)特別管理産業廃棄物収集運搬業

 (3)一般貨物自動車運送事業

 (4)環境コンサルタント業
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第39期 環境経営マネジメントについて

※電気使用量におけるCO2排出量算定に使用している排出係数は以下の通り

（温室効果ガス排出量 算定･報告･公表制度「電気事業者別排出係数 –R3年度実績- R5.1.24 環境省・経済産業省公表」参照）

[本社,物流本部] 五島市民電力 調整後排出係数 0.332kg-CO2/kWh [物流本部-洗車設備] 九州電力 調整後排出係数 0.382kg-CO2/kWh

[中国支店] 中国電力 調整後排出係数 0.536kg-CO2/kWh

3．第39期 環境経営目標
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第39期 環境経営マネジメントについて

4．第39期 環境経営活動計画
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代表者による全体評価と見直し・指示

1．38期の環境マネジメント活動について

2．今後の環境マネジメント活動について

2023年8月23日

代表取締役 川添 克子

38期は当社の組織運営を自律分散型に移行してスタートした1年でした。これまでのピラミッド型の組織構造からフ

ラットな構造に、売上から経費を引いて利益が確定する考え方から、先に利益を確定して残ったお金で経費を使う

会計の考え方に変更し、全く新しい運営スタイルを取り入れて歩みはじめました。これからの時代の持続可能性を

考えると、各現場の課題を自らで考え、自らで判断して実行する、自主経営が最重要であると考えたからです。

この組織運営スタイルをEA21にも反映して運用を行いました。環境マネジメントとしては概ね良好に機能したと評

価します。経営における課題とチャンスの中でも、燃料費等の物価の高騰はエコドライブの加速に繋がり軽油使用

量削減となりました。また、環境コミュニケーションでは新たにオンラインセミナーの開催・アーカイブ配信など、

より多くのステークホルダーの方とコミュニケーションが図れるチャンネルを増やすことができています。新しい

組織運営のスタイルを導入したことで、売上を上げることや経費を削減することは、個人の利益と会社の利益と社

会の利益がイコールで結ばれるようになりました。環境経営活動でも、この成果が出たと感じています。

一方で、経費削減を優先して行動した結果、グリーン購入の適合製品比率が10％低下しました。これは、当社の

ESGのバランスを加味した運営ができていなかったことによるものだと考えます。環境経営目標は、社会からの期

待や要望が背景としてあります。自分たちの置かれているビジネス環境を考えて、現状をしっかり周知して自主運

営していく集団へ進化していくためにも、スピード感を持ったあらゆる情報開示を進めていくことを見直し指示事

項として来期取り組んでまいります。

引き続き、自律分散型の組織運営スタイルの中で、環境経営も一人一人が実践していくよう、あらゆる情報開示を

進めてまいります。また、EA21事務局には背景や目的の『語り部』になることを期待しています。

環境経営目標に関しては、38期1年間の結果を基に新たに中期3ヵ年のKPI・目標を設定しました。当社のCO2排出

量の9割を占める軽油使用量に関しては、より活動の成果が見えるよう、走行距離あたり軽油使用量を指標に設定し

て運用してまいります。また、新たに「地域活動参加・実施回数」を設定しました。当社の事業運営も環境経営も、

多くのステークホルダーの皆様との繋がりの中で行うことができており、さらなるコミュニケーションを図ってい

くことを目的としています。そして、一人一人が地域市民のとしてステークホルダーの皆様と共生・共創していく

ことは、当社の持続可能性向上はもちろん、一人一人の豊かな人生へも寄与できると考えています。より活動を活

発化できるよう進めてまいります。その他の環境経営目標・活動も継続的取り組みにはなりますが、より現場に即

した「習慣化」に注力していきます。

現場で起きていることは現場で活躍している社員が一番わかっています。目の前の課題を一人一人が判断し解決に

向けて実行できる組織運営スタイルになりました。今後はよりスピード感を持って実行できる集団になれるよう精

進してまります。そして、環境目標の達成＝持続可能な企業と社会の実現に貢献して参ります。
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Green propの理念

Brand concept

For Sustainable Tomorrows
持続可能な未来のために

Statement

私たちGreen propグループは

持続可能な未来環境を共創するアライアンスパートナーです。

自然と社会の美しい連鎖と循環を生み出すために

企業はもちろん、自治体、NPO法人、福祉法人など

あらゆる分野の組織体と提携し

人と人、人と社会、人と自然がもっと豊かに通じ合う未来を

パートナーと共に創りあげていきます。

For Sustainable Tomorrowsー持続可能な未来のために。

私たちが展開する事業は、すべてこの一点に帰着します。

その実現を自らのミッションと定め、胸に刻み

前進し続けることを、私たちはここに誓います。
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Green propの理念

Action guides

1．未来から今を見つめる。
現在の価値観にとらわれるのではなく、たとえば

「50年後、100年後の人々なら、どう考えるだろ

う」という未来からの視点で物事 を考え、プラ

ンニングします。

私たちは時代の半歩先を見つめ、決して変化を恐

れません。

2．お客様を徹底的に知る。
私たちが最も⼼を注ぐべきは取引を継続してくだ

さっているお客様です。

どうすればお役に立てるのか。自分の考えはいっ

たん脇に置き、相手の話をよく聴いて現状を把握

すること。あざやかな問題解決はその先にあるの

です。

3．走りながら考える。
仕事を進める上ではスピードを重視します。

危険なのは最適解を追い求めるあまり、最初の一

歩を踏み出さないこと。行動が先。

私たちは常に走りながら新たな情報を取り込み、

修正し、結果として最高のソリューションを提供

します。

4．今日も笑顔の花を咲かせる。
私たちの大きな特長、それは「よく笑う」こと。

社内でも取引先でも、いつも笑顔で、仕事を楽し

みます。壁にぶつかっても笑顔で乗り越え、肩を

落としている人がいたら、笑顔で励まします。

笑顔は私たちのトレードマークです。

5．人の役に立つことを喜びとする。
お客様、ともに働く社員、取引先、協力企業、同

じ地域社会で暮らす人々など、目の前の人のお役

に立てたとき、それが私たちにとって何ものにも

代えがたい喜びです。

常に「その人のために自分ができる最大のことは

何か」を考えます。

6．相手のそのままを受け入れる。
人の長所をうらやんだり、短所を批判したりせず、

そのままの相手を受容します。互いの違いを認め、

尊重し、苦手を補いあい、良い部分が活かせる環

境づくりのための工夫を続けます。私たちは様々

な才能の集合体なのです。

7．「儲かりそうだから」では

動かない。
業務を継続していく上で、一定の利益は必要です。

ただし、「儲かるから」という理由では絶対に動

きません。「持続可能な未来のために」というビ

ジョンに沿った事業のみに絞り込み、私たちはそ

の実現に向けてすべての力を注ぎます。

8．会話の終わりに「ありがとう」。
お客様にサービスが提供できるのは、社員だけで

なく、協力会社を含めた仲間の存在があってこそ

です。

お客様への感謝はもちろん、ともに働く人たちと

のちょっとした会話の中でも必ず「ありがとう」

の一声を掛け合います。

9．常に地球環境を意識する。
私たちは業務を通じて地球環境の改善に貢献しま

す。行動するときは必ず「地球環境の改善につな

がるか」と自問し、プラスになることだけに注力

します。

その小さな営みが、地域に、日本に、そして世界

に広がることを信じます。

10．「愛」を育み続ける。
すべての根底にあるのは「愛」。

私たちは愛の⼼を日々、大切に育み、大きくして

います。そして、その愛を惜しみなく捧げること

で、さらに大きな愛を手に入れます。

この愛のプラススパイラルこそが私たちの仕事の

本質です。
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